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２０２５年日本国際博覧会（略称「大阪・関西万博」）の概要

テーマ

サブテーマ

コンセプト
開催期間
想定来場者数
開催場所

いのち輝く未来社会のデザイン
Designing Future Society for Our Lives

（１）Saving Lives（いのちを救う）
（２）Empowering Lives（いのちに力を与える）
（３）Connecting Lives（いのちをつなぐ）

People’s Living Lab（未来社会の実験場）
2025年4月13日(日)～10月13日(月) 184日間
約2,820万人
大阪 夢洲（ゆめしま)
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会場配置計画



リング2F:スカイウォーク

リング1F:グラウンドウォーク

架構イメージ図

円周約2㎞、直径（内径）約615m、
高さ12m（外側は20m）、幅30m
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大屋根リング



タイプC

静けさの森

大屋根リング

大阪府咲洲庁舎
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地下鉄
夢洲駅

パソナ
NATUREVERSE

バンダイナムコ
GUNDAM NEXT FUTURE PAVILION

ゼリ・ジャパン
BLUE OCEAN DOME

タイプB

供給処理施設

飯田グループ×大阪公立大学
共同出展館

日本ガス協会
ガスパビリオン

おばけワンダーランド

EXPOメッセ
「WASSE」

サービス施設

供給処理施設



未来社会ショーケース事業
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https://www.expo2025.or.jp/future-index/

「未来社会ショーケース事業」は、
SDGs達成後に実現するSociety 5.0の社会＝“いのち輝く未来社会”を
支える技術・サービスを先んじて展示・体験する場です。

・2025年時点で各企業・団体様の開発した
最新のテクノロジーやサービスの実装・実証の場として活用

・各企業・団体様の構想する
2025年より先の社会を支えるテクノロジー・サービスの

実証実験/デモンストレーションの場として活用

バーチャル会場

空飛ぶクルマ

EVバス

未来の都市
来場者向け
パーソナルエージェント

© NTT CORPORATION



未来社会ショーケース事業
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未来社会ショーケース事業は、2025年より先の未来を感じさせる次世代技術・社会システムの実証と、
2025年の万博にふさわしい先端技術・社会システムの実装の二つのレイヤーを念頭に実施を検討しています。

未来社会ショーケース事業

• 会場アクセスバス、アクセス船
• 会場内・外周バス
• 会場内パーソナルモビリティ
• ロボットエクスペリエンス
• 空飛ぶクルマ 等

スマート
モビリティ万博

• 来場者向けパーソナルエージェント、XR案内
• 自動翻訳システム
• オールフォトニクス・ネットワーク
• 無線LAN環境・ローミング基盤
• EXPO VISION
• プロジェクションシステム 等

デジタル万博

• バーチャル会場
• XR演出
• EXPO共創事業 等

バーチャル万博

• ウォータープラザ水上ショー
• 静けさの森インスタレーション
• プロジェクションマッピング
• パブリックアート 等

アート万博

• DAC、メタネーション
• 水素発電、純水素型燃料電池、アンモニア発電
• 水素サプライチェーンモデル
• CO₂吸収路面素材、CO₂回収装置
• 次世代太陽電池、エネルギーマネジメントシステム
• 帯水層蓄熱、 合成燃料
• ジュニアSDGsキャンプ
• リユースマッチング
• 緑化 等

グリーン万博

未来社会ショーケース事業は、2025年より先の未来を感じさせる次世代技術・社会システムの実証と、
2025年の万博にふさわしい先端技術・社会システムの実装の二つのレイヤーを念頭に実施を検討しています。

• 未来の都市
• 未来のくらし（食・文化・ヘルスケア）

「フューチャーライフエクスペリエンス」
• 未来への行動 (「TEAM EXPO 2025」、ベストプラクティス）

「TEAM EXPOパビリオン」

フューチャー
ライフ万博

フューチャーライフゾーンを拠
点に、様々なアイデアを実
装するインキュベーション型
事業

未来社会ショーケース事業について、実施したい案件(記載されている以外のものも含む)をお持ちの企業・団体様におかれましては、随時、博覧会協会までお寄せください。
※ ６月１日時点のものであり、今後変更することがあります。



2024年3月
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２０２５年日本国際博覧会協会
持続可能性部

EXPO 2025 グリーンビジョン
（2024年概要版）

(抜粋)

EXPO 2025 グリーンビジョン
（2024年概要版）

(抜粋)



EXPO2025グリーンビジョン（2024年版）

持続可能性方針（2022年4月）
 「いのち輝く未来社会のデザイン」という大阪・関

西万博のテーマに基づき、持続可能な大阪・関西万
博の基本的な考え方や姿勢として、持続可能性に関
する有識者委員会（座⾧：伊藤元重東京大学名誉教
授）でのご審議に基づき策定。

 SDGsの5つのPに基づき目指すべき方向を記述。環境
関係は、P（Planet）として以下を記述。国際的合意
（「パリ協定」、「大阪ブルー・オーシャン・ビ
ジョン」、「昆明・モントリオール生物多様性枠
組」）の実現に寄与する会場準備、運営を目指す。

【目指すべき方向】
1. 省CO2 ・省エネルギー技術の導入や再生可能エネル

ギー等の活用により、温室効果ガス排出量の抑制に
徹底的に取組む。

2. リデュース（Reduce）、リユース（Reuse）、リサ
イクル（Recycle）、可能な部材等を積極的に活用す
る3R、またリニューアブル（Renewable）に取り組
み、資源の有効利用を図る。

3. 沿岸域における生態系ネットワークの重要な拠点と
して、会場内の自然環境・生態系の保全回復に取り
組む。

グリーンビジョンの構成
 持続可能性に関する有識者委員会や脱炭素WG（委員

⾧：下田吉之大阪大学教授）、資源循環WG（委員
⾧：崎田裕子ジャーナリスト・環境カウンセラー）
等で検討いただいた。

 脱炭素編、資源循環・循環経済編、自然環境編、
横断的事項の４編構成

 2025年博覧会開幕前に改定予定

グリーンビジョンの基本的な考え方
1. 先進性／経済性のある技術や仕組みの導入
2. 供給、需要両面にわたる技術や仕組みの導入
3. 来場者等の理解促進を図り、行動変容を起す仕組み

の導入
4. 会場内だけでなく会場外も含めた広域エリアを対象

とした実証・実装プロジェクトの実施
5. グリーン成⾧戦略/重点産業分野における需給両面の

取組推進
6. スタートアップ企業、民間企業、民間団体等様々な

主体の参加促進
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2050年に向けた脱炭素社会の具体像の提示（１）

水素社会
 水素発電やアンモニア発電を場外から導入
 複数の民間パビリオンとも連携して

再生可能エネルギーを利用して作った水素による燃料電池の展示

再生可能エネルギーの徹底利用
 ペロブスカイト太陽光発電システムの実装と展示
 会場内空調において帯水層蓄熱及び海水冷熱を利用する設備の導入

エネルギー基本計画（2021年）に基づき、2050年カーボンニュートラルが達成された社会に向けて、開発し実装
されるべき先進的な技術を来場者の方々に印象に残る形でお見せし、体験いただく。特に、①水素社会、②再生可能
エネルギーの徹底利用、③カーボンリサイクル技術、④省エネルギーについて注力する。
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【水素ガスタービン】

出典：三菱重工業株式会社 出典：株式会社IHI

出典：積水化学工業株式会社

【アンモニアガスタービン】

【ペロブスカイト太陽電池実装イメージ】

出典：大阪市環境局、在大阪オランダ王国総領事館資料

【帯水層蓄熱イメージ】



2050年に向けた脱炭素社会の具体像の提示（２）

カーボンリサイクル技術
 メタネーション技術の活用：再エネからの電気による電解水素

並びに生ごみ由来のCO2及びDAC(直接大気回収)により得られる
CO2を用いてメタネーション技術によりeメタンを製造し、会場内
の給湯設備や厨房で利用

 DAC（直接大気回収）：大気からCO2を直接回収する設備の導入
 CO2回収装置：排気ガスからのCO2を回収する設備の導入
 サスティナブル燃料：合成燃料・バイオディーゼルの活用促進
 CO2排出削減・固定量最大化コンクリートの利用促進

省エネルギー
 パビリオンごとに空調で使用するエネルギーを

削減するために、AIやセンサーを活用した高度な
エネルギーマネジメントシステムを導入する。

エネルギー基本計画（2021年）に基づき、2050年カーボンニュートラルが達成された社会に向けて、開発し実装
されるべき先進的な技術を来場者の方々に印象に残る形でお見せし、体験いただく。特に、①水素社会、②再生可能
エネルギーの徹底利用、③カーボンリサイクル技術、④省エネルギーについて注力する。
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【メタネーションフロー】

出典：大阪ガス株式会社

【EMS-AI エネルギーマネジメントシステム】

出典：2023 Kinden Corporation 
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13※本画像はイメージで現況とは異なります。現況と異なる場合は現況を優先します。
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つかう
都市ガスとして料理や

給湯等に使用

あつめる
空気中や排気ガス
からCO2を回収

つくる
CO2や食品残渣＋水素

からeメタンを合成

出典:公益財団法人
地球環境産業技術
研究機構（RITE）

出典:エア・ウォーター株式会社

出典:大阪ガス株式会社
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公益財団法人地球環境産業技術研究機構(RITE)提供



万博会場での食品廃棄物（生ごみ）と空気中のCO2を活用したメタネーション実証※1

H2
CO2フリー水素

CH4

水（H2O） 空気

既存の再エネ電源

CO2

メタネーション
設備

バイオガス製造

提供：2025 年日本国際博覧会協会

万博会場

排ガス

DAC:Direct Air Capture
（RITE※２）

コージェネCO2回収装置
（エア・ウォーター株式会社）

H2
グリーン
水素

e-メタン

※１ 環境省委託事業 「既存のインフラを活用した水素供給低コスト化に向けたモデル構築実証事業」 ※２ 公益財団法人地球環境産業技術研究機構
17

CO2
二酸化炭素

ガスコージェネ
:熱電併給システム迎賓館厨房など

CH4 
CO2

バイオガス

提供：2025年日本国際博覧会協会
生ごみ

• 万博会場で発生する生ごみを発酵してできるバイオガスや、空気中に含まれる二酸化炭素と、グリーン水素をメ
タネーションし、e-メタンを作る実証を実施。e-メタンは迎賓館厨房などの都市ガス消費機器に供給予定です

• 万博会場で発生する生ごみを発酵してできるバイオガスや、空気中に含まれる二酸化炭素と、グリーン水素をメ
タネーションし、e-メタンを作る実証を実施。e-メタンは迎賓館厨房などの都市ガス消費機器に供給予定です

提供:大阪ガス株式会社



熱供給設備
（都市ガス炊き）
熱供給設備
（都市ガス炊き）

①新規CO2回収材Na-Fe系酸化物
を用いた高効率CO2回収実証

①新規CO2回収材Na-Fe系酸化物
を用いた高効率CO2回収実証

②ドライアイスを会場内で利用②ドライアイスを会場内で利用

③高純度CO2ガスを
メタネーション原料に利用

③高純度CO2ガスを
メタネーション原料に利用

ドライアイスドライアイス

2液化CO2

2高純度CO2ガス
CH4ガスCH4ガス

燃焼排ガス
（低濃度CO2）
燃焼排ガス
（低濃度CO2）

万博におけるCO2回収実証事業
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エエきも値プラットフォーム

体温

視線
（視覚）

匂い
（嗅覚）

表情
（喜怒哀楽）

汗

騒音
（聴覚）

視線センサ

臭気センサ

サーモグラフィ

カメラ認識

騒音計

気持ち
よい

心地
よい

快適
エエきも値クラウド

© 2023 Kinden Corporation

ＥＭＳ-ＡＩプラットフォーム

視える化

ＩＣＴ
プラット
フォーム

気象予測
システム

サイ
ネージ

スマート
フォン

ＥＭＳ-ＡＩクラウド

省エネ 蓄エネ

各パビリオン

空調機器

Ｋ-ＢＯＸ

分散型
蓄電池

サイネージスマートフォン

会場の「エエきも値」分布
バイタルセンサ

「ミャクミャクウォッチ」のイメージ

データ連携

エエきも値（快適性評価）

快適性

低
（アカン）

快適性

高
（エエ）

ＢＡＣｎｅｔ

ｈｔｔｐ

Ｍｏｄｂｕｓ

ＢＡＣｎｅｔ

ｈｔｔｐ

Ｍｏｄｂｕｓ

Ｋ-ＢＯＸ

Powered by

エエきも値演算

来場者
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ジュニアSDGsキャンプ

＜（提供）鹿島建設（株）＞

₂

•

•

•
•
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₂

•

•

•

•

＜（提供）鹿島建設（株）＞

 鹿島建設が建設する環境配慮型コンクリートドーム：CUCO®-SUICOMドーム（通称サステナ
ドーム）において、小学生から高校生を対象に、ＳＤＧｓに関係する展示と体験型プログラ
ム、会場内ツアーを予定。

 体験型プログラムは、公式参加者から派遣いただいた海外の方との環境問題に関する議論や、
協賛企業や大学のゼミが行うプログラムを中心に検討中。
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定員150名総ﾄﾝ数120ﾄﾝ全⾧約30m

提供：岩谷産業株式会社
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スマートモビリティ万博「来場者移動EVバス」
協賛企業:関西電力株式会社、大阪市高速電気軌道株式会社、株式会社ダイヘン、株式会社大林組

23



24


